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■
お
問
い
合
わ
せ
は

　

政
策
調
整
課 

☎
42-

１
８
０
９

　

http://w
w
w
.e-rum

oi.jp/

　

平
成
26
年
11
月
21
日
に
地
方
創
生
関
連

法
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
」
お
よ
び
「
地
域
再
生
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
の
２
つ
を
指
し
、
地

方
創
生
の
中
心
と
な
る
も
の
で
す
。

　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
は
、

地
域
の
活
力
な
ど
を
引
き
出
し
実
施
す
る

た
め
の
地
方
創
生
の
理
念
や
全
体
的
な
戦

略
策
定
の
方
法
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
・
地
方
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
は
１
３
，
６
７
０
人
と
な
り
、
30
年
間

で
１
０
，
７
８
７
人
、
44
・
１
％
減
少
す

る
こ
と
が
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」

お
よ
び
「
地
域
再
生
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
が
成
立
し
た
こ
と
を
受
け
、
速

や
か
に
市
長
を
チ
ー
ム
長
と
す
る
「
留
萌

市
人
口
減
少
・
地
域
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
次
の
項
目
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
ま
す
。

①
地
方
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ

く
る
こ
と

②
地
方
に
し
ご
と
を
つ
く
り
、
安
心
し

て
働
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と

③
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

の
希
望
を
か
な
え
る
こ
と

④
時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
安

心
な
暮
ら
し
を
守
る
こ
と

⑤
地
域
と
地
域
を
連
携
す
る
こ
と

⑥
そ
の
他
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

に
関
す
る
こ
と

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
平
成
27
年

12
月
31
日
ま
で
設
置
し
、
庁
内
に
「
留
萌

市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」、「
留
萌
市
地
方
創
生
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
」
を
設
け
、
市
の
将
来
人
口
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
市
に
お
け
る
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
に
関
す
る
目
標
の
設

定
や
市
が
講
ず
る
べ
き
基
本
的
方
向
性
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
は
、
住
民
参
加
型
の
協
議
の
場
と
し

て
「
地
方
創
生
る
も
い
市
民
会
議
（
以
下

市
民
会
議
）」
を
設
置
し
、
市
の
将
来
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
を
参
考
に
、
市
が
目
指
す
将

来
の
マ
チ
づ
く
り
の
た
め
の
重
要
な
課
題

に
つ
い
て
議
論
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
会
議
は
、
公
募
に
よ
り
選
出
さ
れ

た
市
民
お
よ
び
市
内
の
各
団
体
か
ら
選
出

さ
れ
た
市
民
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
創
生

総
合
戦
略
の
策
定
に
向
け
た
意
見
を
い
た

だ
き
ま
す
。

◇

　

地
域
創
生
に
関
す
る
市
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、市
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.e-rum

oi.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
広
報
る
も
い
３
月
号
」
で
は
、「
市
の

人
口
減
少
分
析
」
お
よ
び
「
地
方
創
生
る

も
い
市
民
会
議
の
開
催
結
果
」
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
方
創
生
る
も
い
市
民

会
議
の
設
置

●留萌市の人口推移と将来人口の推計

留
萌
市
人
口
減
少
・
地
域
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置

地
方
創
生
関
連
法
が
成
立

　
「
地
域
再
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
は
、
平
成
17
年
に
制
定
さ
れ
た
「
地

域
再
生
法
」を
改
正
す
る
た
め
の
法
律
で
、

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
地
方
自
治
体

を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

市
に
お
い
て
も
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
」
お
よ
び
「
地
域
再
生
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」の
成
立
を
受
け
、

将
来
に
向
け
て
人
口
の
減
少
や
流
出
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
、
今
後
の
取
り
組
む

べ
き
方
向
性
に
つ
い
て
の
議
論
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

国
勢
調
査
に
お
い
て
、
市
の
人
口
の
推

移
は
、
１
９
６
５
年
の
４
０
，
２
３
１
人

を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
が
続
き
、
２
０
１

０
年
に
は
２
４
，
４
５
７
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
25
年
３
月
に
国
立
社
会
保
障
・
人

連
載　

地
域
創
生
①

　

人
口
減
少
・
超
高
齢
化
と
い
う
大
き
な
課
題

に
対
応
し
、
市
の
特
徴
を
生
か
し
た
自
律
的
で

持
続
可
能
な
社
会
の
創
生
の
た
め
、
平
成
26
年

12
月
、「
留
萌
市
人
口
減
少
・
地
域
創
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

２
０
４
０
年
に
は
留
萌
市
の

人
口
は
１
万
３
千
人
に
減
少

留萌市

口
問
題
研
究
所
に
お
い
て
「
日
本
の
地
域

別
将
来
推
計
人
口
（
２
０
１
３
年
３
月
推

計
）」
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
２
０
１
０
年
の
国
勢
調
査
の

人
口
を
基
に
、
２
０
１
０
年
10
月
１
日
か

ら
２
０
４
０
年
10
月
１
日
ま
で
の
30
年
間

の
将
来
人
口
を
５
年
間
ご
と
に
推
計
し
た

も
の
で
す
。

　

留
萌
市
の
将
来
人
口
は
、
２
０
４
０
年

国立社会保障・
人口問題研究所
による推計値

国立社会保障・
人口問題研究所
による推計値

国立社会保障・
人口問題研究所
による推計値

※2010年までの総人口は「国勢調査」の数値により作成（基準日：10月１日）
※2015年以降の数値は「国立社会保障・人口問題研究所」の推計値により作成
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